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内容の要旨及び審査の結果の要旨
デジタル画像であるcomputedradiography，ＣＲの特殊処理技術を利用したエネルギー差分法（dual-energy
subtractionradiography，ＥＳ）は，同一被写体に対して高エネルギー及び低エネルギー撮影を行い，荷重減算によ
り，骨陰影や，軟部陰影を消去した画像を作成する撮影法であり，肺野結節影の診断においては骨陰影を消去した
ES軟部画像が有用とされている。本研究では単純ＣＲとＥＳ軟部画像を読影する際の注視点の動きを比較解析し，結節
影の見つけ易さについて，結節影を知覚，認識するまでの時間と，読影時の注視点軌跡の距離を指標として検討した。
症例はＣＲによる一回撮影エネルギー差分法が施行され，径が２cm以下の肺癌陽性例及び正常例各々20例である。読
影は13人の医師が注視点解析装置を装着して行った。単純CR，ＥＳ両画像で正診であった症例の知覚時間，認識時間，
および結節影を知覚するまでの注視点軌跡の距離を両画像で比較した。診断能についてはESの方が単純ＣＲよりも高
い傾向にあった。結節全体に対する知覚時間の平均は，単純ＣＲが2.08秒，ＥＳが1.13秒で，単純ＣＲよりＥＳの方が短かっ
た（Ｐ＜0.05)。認識時間の平均は，単純ＣＲが921秒，ＥＳが6.01秒でESの方が短かった（Ｐ＜0.01)。結節影の性状ｂ
肋骨陰影との重なりの有無，結節影の径によって分類した検討も行った。辺縁が明瞭な結節影も不明瞭な結節影も認
識時間はESの方が短く特に不明瞭な結節影で顕著であった。また肋骨との重なりに関わらず，知覚認識ともにＥＳが
短く見つけ易かった。最大径が15mmより大きい結節影に対しては認識時間はESの方が短く，１５mm以下の結節影に対
しては知覚認識ともにESの方が短かった。注視点軌跡の距離については単純ＣＲの方がESよりも長いかほぼ同じであっ
た例が，知覚するまでで91％，知覚より認識までで88％であり，ＥＳの方が見つけやすいという結果を得た。結節影
を知覚し認識するまでの時間と注視点軌跡の距離についての検討から，肺野結節影の診断においてES軟部画像は単
純ＣＲよりも結節影を見つけやすく，胸部Ｘ線写真における肺野結節影のスクリーニング法の一つとして有用と結論
した。
胸部画像読影時の注視点を解析することで通常の胸部画像と骨陰影を消去した軟部陰影のみの胸部画像で後者の方
が明らかに結節影が診断し易いという結果を得た画像診断学上価値ある研究と認められた。
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